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まだ河畔の清掃作業をしていた頃。
息子が「土・日曜日の天気の後、ゴミの片付けが大変なんだ。」休日にバーベキュー等、楽しんだ人達のマナーが悪いらしい…。
市役所の窓口に相談、公園課の管理へ行って下さい。
つれない対応『合せて、一般的な市役所職員の対応は数年前に、掃除代の工賃値下げで、育成会保護者とある市議の協力を得て激しく対立。前市長直談判の上、数円のアップを…今でも忘れる事は出来ない』
管理課の職員の話、市としても困っている禁止の立札を立てても、すぐ壊され、どうすれば良いのか…。美観上も問題があるし…。丈夫で目立つ立札を何本でも破損すればくり返し立ててほしい旨、説明。
…数ヶ月後、目立つ赤い禁止の立札が何本も河畔に！！すばらしい市の職員がいる事に感激、感謝。
子供達から御礼も、「ゴミも少なくなったみたい」との事。
今でも河畔にはしっかりと立札は立っています。
[bookmark: _GoBack]　その後、新しい施設の立上げに伴い、新施設長と話合い。この施設で作業する子供達の給料の確保が出来ず困っているとの事。私の経歴から、この施設に協力してもらえる人物を探しました。
その中から「主婦の内職としての仕事」封入作業があるとの事。この施設に廻してほしい旨説明。但、納入期限の制限無し、単価も各年毎、ベースアップ、優先的に発注する事等好条件をつけた。現在は作業も多種に渡り、金額もアップしてきて、子供達の良い給料になっているらしい。その他、新しい仕事先も話が出てきた、まだまだこの施設に協力していくつもり。
予断であるが、社会人時代は、息子とゆっくり話も出来なかったので、最近は近場の海外に二人で出かける事を楽しみにしている。
